


特　長

使用材料一覧

■優れた品質

※上記以外の用途に使用される場合は、弊社にお問い合わせ下さい。

※2）日油株式会社製になります。SDSなどの情報は日油株式会社へお問い合わせ下さい。
※3）昭和KDE株式会社製になります。SDSなどの情報は昭和KDE株式会社へお問い合わせ下さい。
※4）日東紡績株式会社製になります。SDSなどの情報は日東紡績株式会社へお問い合わせ下さい。

※１）一般形と冬形のラインナップがあります。

レジガード･レジライニング
防食システム
レジガード･レジライニング
防食システム

下水道コンクリート施設の防食工法

下水道を劣化から護る

●レジガードシステムは､長年の各種コンクリート槽の
実績､および原子力発電所内コンクリート施設用とし
て､品質規格への対応などの経験を基に､品質と施工
性の両面より十分に検討された完全無溶剤形エポキ
シ系ライニング材です。
●レジライニングシステムは､石油タンク内面のライニ
ングを始め､当社の約25年におよぶ実績より品質設
計されたビニルエステル系ライニング材です。

●下水道関連施設の厳しい環境条件にも耐える優れた
耐酸性・耐アルカリ性を保持しています。

用　途
1. 下水道施設
処理場､ポンプ工場､他 コンクリート構造物
2. 下水､排水関係のコンクリート槽､ピット､床

コンクリート構造物は下水道施設においても､終末処
理場､ポンプ場､管理施設などに広く使用されています｡
しかし最近になって下水道施設の一部に､比較的早い時
期に腐食が見られ､その耐久性が著しく低下していると､
報告されています｡一般のコンクリート構造物では､
中性化､塩害､アルカリ骨材反応による耐久性の低下に
加えて､近年硫化水素に起因する腐食防止対策として､
平成３年に “コンクリート防食指針（案）” が制定され､平
成５年および平成９年に改訂､平成14年には技術評価報
告書（平成13年３月）を踏まえて､耐酸性の大幅な見直し
による規格改定が行われ､さらに平成２９年１２月には
運用上の課題への対応を図るため指針､マニュアルの改
訂が行われました｡
レジガード・レジライニング防食システムは､日本下
水道事業団の「下水道コンクリート構造物の腐食抑制
技術及び防食技術マニュアル」の施工指針および品質
規格に適合するシステムとしておすすめします。

商品名 色　相 一般名称 荷　姿

商品名 色　相 一般名称 荷　姿

レジガードE -NCフィラー

レジガードE -NCプライマー

レジガードＥ-SP（※1）

レジガードＥ- NC（※1）

レジライニングＭＨプライマー（※1）

レジライニングＭＨ（※1）

レジライニングＭＨ上塗（※1）

カドックスB - 40ES

パーメックN（※2）

ミルコンSS -2（※3）

ガラスマットEM450（※4）

ガラスサーフェイスマット＃30P（※4）

グレー

クリヤー

グレー､オリーブ

グレー､オリーブ

クリヤー

クリヤー

グレー

ー

ー

ー

ー

ー

エポキシエマルション系ポリマーセメント 18㎏セット
（主剤3㎏ 硬化剤3㎏ パウダー12㎏）

14㎏セット（主剤10.5 ㎏　硬化剤3.5 ㎏）

10㎏セット（主剤8㎏　硬化剤2㎏）

10㎏セット（主剤8㎏　硬化剤2㎏）

15㎏（硬化剤は別売）

18㎏（硬化剤は別売）

18㎏（硬化剤は別売）

1kg 

1kg

10kg

1m×64m

1m×300ｍ

エポキシ樹脂プライマー

無溶剤形エポキシ樹脂塗料

無溶剤形エポキシ樹脂塗料

ビニルエステル樹脂プライマー

ビニルエステル樹脂塗料

ビニルエステル樹脂上塗塗料

ビニルエステル樹脂プライマー用硬化剤

ビニルエステル樹脂塗料
ビニルエステル樹脂上塗塗料用硬化剤

ビニルエステル樹脂塗料用増粘剤

補強層

表面補強層
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下水道コンクリート施設の防食工法

防食被覆工法品質規格

耐有機酸性の品質規格

分　類 腐　食　環　境 点検･修繕･改築の難易性

容易 困難

ー ー

腐食環境分類

日本下水道事業団
下水道コンクリート構造物の腐食抑制技術及び防食技術マニュアル　ー平成29年12月ー 

〈設計腐食環境分類と工法規格（塗布型ライニング工法）〉

年間平均硫化水素ガス濃度が50ppm以上で､コンクリート
腐食が極度に見られる腐食環境

年間平均硫化水素ガス濃度が10ppm以上50ppm未満で、
コンクリート腐食が顕著に見られる腐食環境

年間平均硫化水素ガス濃度が10ppm未満ではあるが､コンク
リート腐食が明らかに見られる腐食環境

硫酸による腐食はほとんど生じないが､コンクリートに接する
液相が酸性状態になりえる腐食環境

D  種

C  種

B  種

A  種

ー

D  種

C  種

浸せき後の外観

耐硫酸性
硫酸水溶液浸せき後

の被覆の外観

水酸化カルシウム飽和水溶液

に30日間浸せきしても

被覆にふくれ､割れ､軟化､

溶出がないこと。

水酸化カルシウム飽和水溶液

に45日間浸せきしても

被覆にふくれ､割れ､軟化､

溶出がないこと。

水酸化カルシウム飽和水溶液

に60日間浸せきしても

被覆にふくれ､割れ､軟化､

溶出がないこと。

ｐH3の硫酸水溶液に30日間

浸せきしても被覆にふくれ､

割れ､軟化､溶出がないこと。

ｐH1の硫酸水溶液に30日間

浸せきしても被覆にふくれ、

割れ､軟化､溶出がないこと。

10％の硫酸水溶液に45日間

浸せきしても被覆にふくれ、

割れ､軟化､溶出がないこと。

10％の硫酸水溶液に120日間

浸せきした時の硫黄侵入深

さが設計厚さに対し10％以下

であること､かつ200μｍ以

下であること。

10％の硫酸水溶液に120日間

浸せきした時の硫黄侵入深

さが設計厚さに対し5％以下

であること､かつ100μｍ以

下であること。

10％の硫酸水溶液に60日間

浸せきしても被覆にふくれ、

割れ､軟化､溶出がないこと。

硫黄侵入深さ

アルカリ水溶液浸せき

後の被覆層の外観

透水性 透水量が0.30ｇ以下 透水量が0.25ｇ以下 透水量が0.20ｇ以下 透水量が0.15ｇ以下

被覆層の外観 被覆にしわ、むら、剥がれ、割れのないこと。

コンクリートとの

一体性

標準状態　　1.5N/ｍ㎡以上

吸水状態　　1.2N/ｍ㎡以上

遮断性

接着

安定性

外観性

耐

アルカリ性
同左

評価項目

要求性能 評価項目 A種 B種 C種

設計腐食環境

Ⅰ　類

Ⅱ　類

Ⅲ　類

Ⅳ　類

Ⅰ　  類

Ⅱ　  類

Ⅲ　  類

Ⅳ　  類

D種

品質規格

5％の酢酸水溶液（23℃±2℃）に、60日間浸せきしても被覆に、ふくれ、割れ、軟化、溶出がないこと。
ただし、酢酸水溶液の濃度は5％以上としてもよい。

基
本
的
な
性
能

塗
布
型
ラ
イ
ニ
ン
グ

工
法
に
必
要
な
性
能
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標準施工仕様

注）一般形と冬形のラインナップがあります。
　　上記は一般形の20℃環境における仕様になります。詳細は「塗装仕様書」「単品説明書」をご参照ください。

下水道コンクリート施設の防食工法

表面処理 躯体の欠陥部処理､防水処理､付着阻害物の除去が完了していることを確認し､サンディング･高圧洗浄などにより表面処理を行う。

第三層

第一層

第二層

素地調整

0.17

0.15

0.17

0.50～ 1.00

主 剤

硬 化 剤

パウダー

刷毛・ローラー

刷毛・ローラー

刷毛・ローラー

コテ・ヘラ 24時間～7日

1時間～7日

16時間～7日

24時間～7日

1時間～7日

16時間～7日

16時間～7日

ーレジガードＥ-ＳＰ

レジガードＥ-ＮＣプライマー

レジガードＥ-ＳＰ

レジガードＥ-ＮＣフィラー

工程
標準使用量
（㎏ /㎡ /回）

調合法
（重量比）

塗装方法 塗装間隔（20℃）使用材料

1.Ａ種適合仕様
エポキシ樹脂2回塗布 設計厚　0.2ｍｍ以上（硬化後の厚さ）

注）一般形と冬形のラインナップがあります。
　　上記は一般形の20℃環境における仕様になります。詳細は「塗装仕様書」「単品説明書」をご参照ください。

表面処理 躯体の欠陥部処理､防水処理､付着阻害物の除去が完了していることを確認し､サンディング･高圧洗浄などにより表面処理を行う。

第三層

第一層

第二層

素地調整

0.17

0.15

0.17

0.50～ 1.00

刷毛・ローラー

刷毛・ローラー

刷毛・ローラー

コテ・ヘラ

レジガードＥ-ＳＰ

第四層 0.17 刷毛・ローラー ーレジガードＥ-ＳＰ

レジガードＥ-ＮＣプライマー

レジガードＥ-ＳＰ

レジガードＥ-ＮＣフィラー

工程
標準使用量
（㎏ /㎡ /回）

調合法
（重量比）

塗装方法 塗装間隔（20℃）使用材料

2.Ｂ種適合仕様
エポキシ樹脂の３回塗布 設計厚　0.3ｍｍ以上（硬化後の厚さ）  

：1部

：1部

：4部

主 剤

硬 化 剤

：3部

：1部

主 剤

硬 化 剤

：4部

：1部

主 剤

硬 化 剤

：4部

：1部

主 剤

硬 化 剤

パウダー

：1部

：1部

：4部

主 剤

硬 化 剤

：3部

：1部

主 剤

硬 化 剤

：4部

：1部

主 剤

硬 化 剤

：4部

：1部

主 剤

硬 化 剤

：4部

：1部

標準施工仕様

注）一般形と冬形のラインナップがあります。
　　上記は一般形の20℃環境における仕様になります。詳細は「塗装仕様書」「単品説明書」をご参照ください。

下水道コンクリート施設の防食工法

表面処理 躯体の欠陥部処理､防水処理､付着阻害物の除去が完了していることを確認し､サンディング･高圧洗浄などにより表面処理を行う。

第三層

第一層

第二層

素地調整

0.17

0.15

0.17

0.50～ 1.00

主 剤

硬 化 剤

パウダー

刷毛・ローラー

刷毛・ローラー

刷毛・ローラー

コテ・ヘラ 24時間～7日

1時間～7日

16時間～7日

24時間～7日

1時間～7日

16時間～7日

16時間～7日

ーレジガードＥ-ＳＰ

レジガードＥ-ＮＣプライマー

レジガードＥ-ＳＰ

レジガードＥ-ＮＣフィラー

工程
標準使用量
（㎏ /㎡ /回）

調合法
（重量比）

塗装方法 塗装間隔（20℃）使用材料

1.Ａ種適合仕様
エポキシ樹脂2回塗布 設計厚　0.2ｍｍ以上（硬化後の厚さ）

注）一般形と冬形のラインナップがあります。
　　上記は一般形の20℃環境における仕様になります。詳細は「塗装仕様書」「単品説明書」をご参照ください。

表面処理 躯体の欠陥部処理､防水処理､付着阻害物の除去が完了していることを確認し､サンディング･高圧洗浄などにより表面処理を行う。

第三層

第一層

第二層

素地調整

0.17

0.15

0.17

0.50～ 1.00

刷毛・ローラー

刷毛・ローラー

刷毛・ローラー

コテ・ヘラ

レジガードＥ-ＳＰ

第四層 0.17 刷毛・ローラー ーレジガードＥ-ＳＰ

レジガードＥ-ＮＣプライマー

レジガードＥ-ＳＰ

レジガードＥ-ＮＣフィラー

工程
標準使用量
（㎏ /㎡ /回）

調合法
（重量比）

塗装方法 塗装間隔（20℃）使用材料

2.Ｂ種適合仕様
エポキシ樹脂の３回塗布 設計厚　0.3ｍｍ以上（硬化後の厚さ）  

：1部

：1部

：4部

主 剤

硬 化 剤

：3部

：1部

主 剤

硬 化 剤

：4部

：1部

主 剤

硬 化 剤

：4部

：1部

主 剤

硬 化 剤

パウダー

：1部

：1部

：4部

主 剤

硬 化 剤

：3部

：1部

主 剤

硬 化 剤

：4部

：1部

主 剤

硬 化 剤

：4部

：1部

主 剤

硬 化 剤

：4部

：1部
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下水道コンクリート施設の防食工法

24時間～7日

1時間～7日

16時間～7日

2時間～7日

直ちに

2時間～7日

2時間～7日

注）一般形と冬形のラインナップがあります。
　　上記は一般形の20℃環境における仕様になります。詳細は「塗装仕様書」「単品説明書」をご参照ください。

表面処理 躯体の欠陥部処理､防水処理､付着阻害物の除去が完了していることを確認し､サンディング･高圧洗浄などにより表面処理を行う。

第三層

第一層

第二層

素地調整

0.80

0.15

0.50

0.50～ 1.00

コテ・ヘラ

刷毛・ローラー

コテ・ヘラ

コテ・ヘラ

ーレジガードＥ-ＮＣ

レジガードＥ-ＮＣプライマー

レジガードＥ-ＮＣ

レジガードＥ-ＮＣフィラー

工程
標準使用量
（㎏ /㎡ /回）

調合法
（重量比）

塗装方法 塗装間隔（20℃）使用材料

2.Ｃ種適合仕様
エポキシ樹脂２回塗布 設計厚　0.7ｍｍ以上（硬化後の厚さ）

注）一般形と冬形のラインナップがあります。
　　上記は一般形の20℃環境における仕様になります。詳細は「塗装仕様書」「単品説明書」をご参照ください。

表面処理 躯体の欠陥部処理､防水処理､付着阻害物の除去が完了していることを確認し､サンディング･高圧洗浄などにより表面処理を行う。

表面補強層

素地調整

1.10

( ㎡ / ㎡ )

1.10

( ㎡ / ㎡ )

0.40

1.00

ー

ー 脱泡ローラー

脱泡ローラー

刷毛・ローラー

コテ・ヘラ

直ちに

上塗 0.20 刷毛・ローラー ー

補強層

1.10 刷毛・ローラー

3時間～3日プライマー 0.15 刷毛・ローラー
レジライニングMＨプライマー

カドックスB -40ＥＳ

レジライニングMＨ

パーメックＮ

レジライニングMＨ

パーメックＮ

ガラスマットＥＭ450

ガラスサーフェイスマット＃30Ｐ

レジライニングMＨ上塗

パーメックＮ

レジライニングMＨ

パーメックＮ

ミルコンＳＳ-2

工程
標準使用量
（㎏ /㎡ /回）

調合法
（重量比）

塗装方法 塗装間隔（20℃）使用材料

ビニルエステル樹脂+補強材 1プライ積層 設計厚　1.0ｍｍ以上（硬化後の厚さ）

主 剤

硬 化 剤

パウダー

：1部

：1部

：4部

主 剤

硬 化 剤

：3部

：1部

主 剤

硬 化 剤

：4部

：1部

主 剤

硬 化 剤

：4部

：1部

主 剤

硬 化 剤

増 粘 剤

：100 部

：1.5 部

：7.5部～20部

主 剤

硬 化 剤

：100 部

：1.5 部

主 剤

硬 化 剤

：100 部

： 2 部

主 剤

硬 化 剤

：100 部

：1.5 部

主 剤

硬 化 剤

：100 部

：1.5 部

下水道コンクリート施設の防食工法

24時間～7日

1時間～7日

16時間～7日

2時間～7日

直ちに

2時間～7日

2時間～7日

注）一般形と冬形のラインナップがあります。
　　上記は一般形の20℃環境における仕様になります。詳細は「塗装仕様書」「単品説明書」をご参照ください。

表面処理 躯体の欠陥部処理､防水処理､付着阻害物の除去が完了していることを確認し､サンディング･高圧洗浄などにより表面処理を行う。

第三層

第一層

第二層

素地調整

0.80

0.15

0.50

0.50～ 1.00

コテ・ヘラ

刷毛・ローラー

コテ・ヘラ

コテ・ヘラ

ーレジガードＥ-ＮＣ

レジガードＥ-ＮＣプライマー

レジガードＥ-ＮＣ

レジガードＥ-ＮＣフィラー

工程
標準使用量
（㎏ /㎡ /回）

調合法
（重量比）

塗装方法 塗装間隔（20℃）使用材料

2.Ｃ種適合仕様
エポキシ樹脂２回塗布 設計厚　0.7ｍｍ以上（硬化後の厚さ）

注）一般形と冬形のラインナップがあります。
　　上記は一般形の20℃環境における仕様になります。詳細は「塗装仕様書」「単品説明書」をご参照ください。

表面処理 躯体の欠陥部処理､防水処理､付着阻害物の除去が完了していることを確認し､サンディング･高圧洗浄などにより表面処理を行う。

表面補強層

素地調整

1.10

( ㎡ / ㎡ )

1.10

( ㎡ / ㎡ )

0.40

1.00

ー

ー 脱泡ローラー

脱泡ローラー

刷毛・ローラー

コテ・ヘラ

直ちに

上塗 0.20 刷毛・ローラー ー

補強層

1.10 刷毛・ローラー

3時間～3日プライマー 0.15 刷毛・ローラー
レジライニングMＨプライマー

カドックスB -40ＥＳ

レジライニングMＨ

パーメックＮ

レジライニングMＨ

パーメックＮ

ガラスマットＥＭ450

ガラスサーフェイスマット＃30Ｐ

レジライニングMＨ上塗

パーメックＮ

レジライニングMＨ

パーメックＮ

ミルコンＳＳ-2

工程
標準使用量
（㎏ /㎡ /回）

調合法
（重量比）

塗装方法 塗装間隔（20℃）使用材料

ビニルエステル樹脂+補強材 1プライ積層 設計厚　1.0ｍｍ以上（硬化後の厚さ）

主 剤

硬 化 剤

パウダー

：1部

：1部

：4部

主 剤

硬 化 剤

：3部

：1部

主 剤

硬 化 剤

：4部

：1部

主 剤

硬 化 剤

：4部

：1部

主 剤

硬 化 剤

増 粘 剤

：100 部

：1.5 部

：7.5部～20部

主 剤

硬 化 剤

：100 部

：1.5 部

主 剤

硬 化 剤

：100 部

： 2 部

主 剤

硬 化 剤

：100 部

：1.5 部

主 剤

硬 化 剤

：100 部

：1.5 部

4



注）一般形と冬形のラインナップがあります。
　　上記は一般形の20℃環境における仕様になります。詳細は「塗装仕様書」「単品説明書」をご参照ください。

レジガード･レジライニング
防食システム
レジガード･レジライニング
防食システム

下水道コンクリート施設の防食工法

表面処理 躯体の欠陥部処理､防水処理､付着阻害物の除去が完了していることを確認し､サンディング･高圧洗浄などにより表面処理を行う。

第三層

第一層

第二層

素地調整

0.90

0.15

0.50

0.50～ 1.00

コテ・ヘラ

刷毛・ローラー

コテ・ヘラ

コテ・ヘラ

レジガードＥ-NC

第四層 0.90 コテ・ヘラ ーレジガードＥ-NC

レジガードＥ-ＮＣプライマー

レジガードＥ-NC

レジガードＥ-ＮＣフィラー

工程
標準使用量
（㎏ /㎡ /回）

調合法
（重量比）

塗装方法 塗装間隔（20℃）使用材料

工程
標準使用量
（㎏ /㎡ /回）

調合法
（重量比）

塗装方法 塗装間隔（20℃）使用材料

3.Ｄ1 種適合仕様
エポキシ樹脂３回塗布 設計厚　1.3ｍｍ以上（硬化後の厚さ）

注）一般形と冬形のラインナップがあります。
　　上記は一般形の20℃環境における仕様になります。詳細は「塗装仕様書」「単品説明書」をご参照ください。

表面処理 躯体の欠陥部処理､防水処理､付着阻害物の除去が完了していることを確認し､サンディング･高圧洗浄などにより表面処理を行う。

補強層②

素地調整

1.10

( ㎡ / ㎡ )

1.10

( ㎡ / ㎡ )

1.10

1.00

ー

ー 脱泡ローラー

脱泡ローラー

刷毛・ローラー

コテ・ヘラ

直ちに

上塗 0.20 ー

補強層①

1.10 刷毛・ローラー 直ちに

プライマー 0.15 刷毛・ローラー
レジライニングMHプライマー

カドックスB -40ＥＳ

レジライニングMH

パーメックＮ

レジライニングMH

パーメックＮ

ガラスマットＥＭ450

ガラスマットＥＭ450

表面補強層
1.10

( ㎡ / ㎡ )

0.40

ー 脱泡ローラー

刷毛・ローラー

刷毛・ローラー

直ちに
レジライニングMH

パーメックＮ

ガラスサーフェイスマット＃30Ｐ

レジライニングMH上塗

パーメックＮ

レジライニングMＨ

パーメックＮ

ミルコンＳＳ-2

ビニルエステル樹脂+補強材 2プライ積層 設計厚　2.0ｍｍ以上（硬化後の厚さ）

主 剤

硬 化 剤

パウダー

：1部

：1部

：4部

主 剤

硬 化 剤

：3部

：1部

主 剤

硬 化 剤

：4部

：1部

主 剤

硬 化 剤

：4部

：1部

主 剤

硬 化 剤

：4部

：1部

主 剤

硬 化 剤

増 粘 剤

：100部

：1.5部

： 7.5部～20部

主 剤

硬 化 剤

：100部

：1.5部

主 剤

硬 化 剤

：100部

：2部

主 剤

硬 化 剤

：100部

：1.5部

主 剤

硬 化 剤

：100部

：1.5部

主 剤

硬 化 剤

：100部

：1.5部

24時間～7日

1時間～7日

16時間～7日

16時間～7日

2時間～7日

3時間～3日

直ちに～7日

2時間～7日

2時間～7日
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使用上の注意

●レジガードE-NCフィラー主剤
取扱いには下記の注意事項を守って下さい。
※詳細な内容が必要な場合には､安全データシート（SDS）をご参照下さい。
●取扱い上の注意
１.取扱い後は､手洗い及びうがいを十分に行って下さい。
２.よくフタをし､一定の場所に貯蔵して下さい。
３.子供の手の届かないところに保管して下さい。
４.捨てる時は､産業廃棄物として処分して下さい。
５.容器は垂直に持ち上げて下さい。斜めに持ち上げると取っ手が外れ､落下事故の危険があります。
●緊急時の処置
１.目に入った時には､多量の水で洗い､できるだけ早く医師の診察を受けて下さい。
２.誤って飲み込んだ時には､できるだけ早く医師の診察を受けて下さい。
３.容器からこぼれた時には､砂等を散布したのち処理して下さい。 ①

●レジガードE-NCフィラー硬化剤
吸入すると中毒､その他の健康障害を起こす恐れがあります。取扱いには下記の注意事項を守って下さい。
※詳細な内容が必要な場合には､安全データシート（SDS）をご参照下さい。

●取扱い上の注意
1塗装中､乾燥中は換気をよくし､蒸気を吸込まないようにして下さい。
2.取扱い中は､皮ふにふれないようにし､必要に応して防塵マスク、保護手袋、前掛け等を着用して下さい。
3.取扱い後は､手洗し､うがい及び鼻孔洗浄を十分に行って下さい。
4.よくフタをし､一定の場所に貯蔵して下さい。
5.子供の手の届かないところに保管して下さい。
6.捨てる時は､産業廃葉物として処分して下さい。
●緊急時の処置
1.目に入った時には､多量の水で洗い､できるだけ早く医師の診案を受けて下さい。
2.誤って飲み込んだ時には､できるだけ早く医師の診察を受けて下さい。
3.蒸気､ガス等を吸込んで気分が悪くなった時には､安静にし､医師の診察を受けて下さい。
4.容器からこぼれた時には､砂等を散布したのち処理して下さい。 ③

●レジガードE-NCフィラー パウダー
※詳細な内容が必要な場合には､安全データシート（SDS）をご参照下さい。

●取扱い上の注意
1.目に入ったり､濡れた皮ふに接触するとアルカリ性による軽い炎症を起こすことがあります。
2.取扱い中は､皮ふにふれないようにし､必要に応じて防塵マスク、保護手袋､前掛け等 を着用して下さい。
3.取扱い後は､手洗い､うがいを十分に行って下さい。
4.密封し､水に濡れない一定の場所に貯蔵して下さい。
5.子供の手の届かないところに保管して下さい。
6.捨てる時は､産業廃棄物として処分して下さい。
7.指定された以外の商品と混合しないで下さい。 
●緊急時の処置 
1.目に入った時には､多量の水で洗い､できるだけ早く医師の診察を受けて下さい。 
2.作業衣等に付着した時には､その汚れをよく落として下さい。 
3.容器からこぼれた時には､粉塵が立たないように処置して下さい。 ⑳

●レジガードE-NCプライマー主剤／硬化剤　●レジライニングE-SP主剤／硬化剤　●レジガードE-NC主剤／硬化剤
●レジライニングMHプライマー　●レジライニングMH　●レジライニングMH上塗　●カドックスB-40ES
引火性の液体で、危険有害性情報のある物質を含有していますので、取扱いには下記の注意事項を守って下さい。
※詳細な内容が必要な場合には､安全データシート（SDS）をご参照下さい。

●取扱い上の注意
1. 火気のない局所排気装置を設けたところで使用して下さい。
2. 塗装中､乾燥中は換気をよくし､蒸気を吸込まないようにして下さい。
3. 取扱い中は､皮ふにふれないようにし､必要に応じて下記の保護具を着用して下さい。
有機ガス用防毒マスク又は送気マスク､頭巾､保護めがね､長袖の作業衣､えり巻きタオル、保護手袋等。
4. 取扱い後は､手洗い及びうがいを十分に行って下さい。
5. 塗料の付いたウエスや塗料カス､スプレーダストは廃棄するまで水につけておいて下さい。
6. よくフタをし､40℃以下の一定の場所に貯蔵して下さい。
7. 子供の手の届かないところに保管して下さい。
8. 捨てる時は､産業廃棄物として処分して下さい。
9. 本来の用途以外に使用しないで下さい。
10. 容器は垂直に持ち上げて下さい。斜めに持ち上げると取っ手が外れ､落下事故の危険があります。
●緊急時の処置
1. 火災時には炭酸ガス消火器､泡消火器又は粉末消火器を用いて下さい。
2. 目に入ったときには､多量の水で洗い､できるだけ早く医師の診察を受けて下さい。
3. 誤って飲み込んだ時には､できるだけ早く医師の診察を受けて下さい。
4. 皮ふに付着した時には､多量の石けん水で洗い落とし､痛みや皮ふに変化等がある場合には､医師の診察を受けて下さい。
5. 蒸気、ガス等を吸込んで気分が悪くなった時には､安静にし､医師の診察を受けて下さい。
6. 容器からこぼれた時には､布で拭きとり､その布を水の入った容器に保管して下さい。

※本カタログ値は、製品を適正にご使用頂くための代表値を記載したものです。記載条件以外の場合は、事前にお問い合わせ下さい。

⑥⑦

※本製品の内容は予告なく変更することがあります。
※本カタログに記載の内容について、無断転載･複製を禁じます。
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